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1. 2022年9月期の連結業績（2021年10月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期 35,426 4.2 3,777 12.8 3,725 14.6 2,696 10.9

2021年9月期 33,990 0.6 3,349 6.7 3,250 9.0 2,432 16.6

（注）包括利益 2022年9月期　　3,892百万円 （34.1％） 2021年9月期　　2,902百万円 （94.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年9月期 111.01 ― 7.9 5.3 10.7

2021年9月期 90.54 ― 6.7 5.2 9.9

（参考） 持分法投資損益 2022年9月期 ―百万円 2021年9月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年9月期 75,538 35,806 47.4 1,473.73

2021年9月期 64,239 32,681 50.9 1,345.56

（参考） 自己資本 2022年9月期 35,803百万円 2021年9月期 32,679百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年9月期 △658 △11,271 5,094 3,546

2021年9月期 5,993 △2,345 △5,435 10,199

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年9月期 ― 14.00 ― 15.00 29.00 705 32.0 1.9

2022年9月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00 851 31.5 2.5

2023年9月期(予想) ― 17.00 ― 20.00 37.00 30.3

3. 2023年 9月期の連結業績予想（2022年10月 1日～2023年 9月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,144 13.6 2,003 △26.1 2,023 △29.4 1,476 △19.5 60.76

通期 43,311 22.3 4,048 7.2 4,088 9.7 2,974 10.3 122.42



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期 24,753,800 株 2021年9月期 24,753,800 株

② 期末自己株式数 2022年9月期 459,229 株 2021年9月期 466,989 株

③ 期中平均株式数 2022年9月期 24,293,147 株 2021年9月期 26,866,691 株

（参考）個別業績の概要

1. 2022年9月期の個別業績（2021年10月1日～2022年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期 32,554 2.2 3,454 2.4 3,395 2.3 2,480 △2.9

2021年9月期 31,859 1.9 3,373 16.1 3,319 18.2 2,554 26.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期 102.10 ―

2021年9月期 95.10 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年9月期 71,263 34,508 48.5 1,420.42

2021年9月期 62,085 32,595 52.5 1,342.10

（参考） 自己資本 2022年9月期 34,508百万円 2021年9月期 32,595百万円

2. 2023年 9月期の個別業績予想（2022年10月 1日～2023年 9月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,372 12.6 1,809 △30.3 1,829 △34.0 1,344 △24.3 55.32

通期 39,901 22.6 3,810 10.3 3,850 13.4 2,829 14.1 116.45

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関する事項については〔添付資料〕 ２ページ 「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成

績の概況」をご覧ください。

　当社は、2022年11月22日（火）に、機関投資家・アナリスト向けの説明会を実施する予定です。この説明会で配布する資料につきましては、開催後に当社ホー
ムページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

①当期の概況

　当連結会計年度における我が国経済は、引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大が続くなか、ロシアによるウ

クライナに対する軍事侵攻が始まったことなどにより、原材料やエネルギー価格が上昇するとともに急激な円安が

進行し、物価が上昇し始めるなど、国内外ともに先行き不透明で予断を許さない状況となっております。

医療用医薬品業界におきましては、医療費削減の影響による薬価引き下げの動きは続き、2021年４月には中間年

改定」が実施され、ついに毎年の薬価改定が始まるなど、その事業環境はますます厳しくなっており、2022年４月

の薬価改定では薬価ベースで業界平均6.7％の引下げが行われ、当社製商品の薬価引き下げによる影響は6.5％とな

りました。

また、少子化への対応が喫緊の社会課題となるなか、2020年５月29日に閣議決定された少子化社会対策大綱にお

いて、不妊治療に係る経済的負担の軽減を図るため、適応症と効果が明らかな治療には広く医療保険の適用を検討

する政府方針が打ち出され、同年12月23日の第138回社会保障審議会医療保険部会において、本年４月から不妊治

療に関する医薬品の保険適用を実施することが結論付けられました。これらにより2022年４月から「ウトロゲスタ

ン腟用カプセル200㎎」を含む、複数の当社製品について、新たに不妊治療に用いられる医薬品として保険適用を

受けることとなりました。

このような状況のもと、当社グループは2030年ビジョンとして「世界の女性のwell-beingの向上に貢献してい

る」「薬の富山からGlobal Marketに進出している」「世界一幸せな会社と社会貢献が一体化している」を ”10年

後のありたい姿”として掲げ、これを実現するための中間地点である2024年９月期に向かう道筋を示した行程表と

して、新たな中期経営計画を策定いたしました。本中期経営計画では「Fujiらしくをあたらしく」をテーマとし、

当社の強みである女性医療領域・急性期医療領域を強化しつつ、スピード感を持って、ASEANや北米といった海外

事業へ積極的に参入し、その先の５年間でさらに拡大できるように新薬・バイオシミラー・ジェネリックのパイプ

ラインを充実させるなど、2030年に向けた成長戦略にグループ全体で取り組んでおります。

そのなかで当社は、重点領域である産婦人科領域において、2022年４月に不妊治療に用いられる医薬品として薬

価基準に収載された「生殖補助医療における黄体補充」を効能・効果とする天然型黄体ホルモン製剤「ウトロゲス

タン腟用カプセル200㎎」の販売に注力するとともに、ジェネリック医薬品においては、子宮内膜症治療剤「ジエ

ノゲスト錠」、緊急避妊剤「レボノルゲストレル錠」、経口避妊剤「ファボワール錠」、経口避妊剤「ラベルフィ

ーユ錠」を中心にシェア拡大を図っております。これら主要製品の需要増加に対応するため、富山工場内にホルモ

ン錠剤を製造する新錠剤棟を建設し、2023年から本格稼働する予定です。ホルモン錠剤の生産能力を拡大し、安定

供給の責任を果たしてまいります。

また、2021年９月27日に本邦で初めて更年期障害及び卵巣欠落症状に対する卵胞ホルモン剤投与時の子宮内膜増 

殖症の発症抑制を効能効果とした、天然型黄体ホルモン製剤「エフメノカプセル100mg」（一般名：プロゲステロ 

ン）の日本国内での製造販売承認を取得し、2021年11月より販売を開始いたしました。本剤は、更年期障害治療に 

伴うホルモン補充療法に用いる黄体ホルモン製剤で、厚生労働省の主導する「医療上の必要性の高い未承認薬・適 

応外薬検討会議」において2010年に開発募集が行われ、当社がその募集に対して開発の意思を表明し、開発を行っ 

た製剤です。当社は、本剤を供給することで、更年期障害に対するホルモン補充療法の新たな治療選択肢を提供で 

き、女性のwell-beingの向上により一層貢献できるものと期待しております。

2021年12月には日本製薬株式会社から「フォリアミン®（注射液、錠剤、散剤100mg/g）」、「サルプレップ®配 

合内用液」、「ミンクリア®内用散布液0.8%」、「オスバン®消毒液（0.025%、0.05%、0.1%、10%、オスバンラビン 

グ®）」の計４製品について製造販売承認を承継する資産譲渡契約を締結し、承継が完了しました。これらの製剤

の多くが、今後の バイオシミラー事業との相乗効果が期待される製剤であり、将来のバイオシミラーの販売につ

ながるものとして販売拡大に向けて取り組んでおります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、35,426百万円（前年同期比4.2％増）となりました。利益面につきま

しては、女性医療領域の製剤の売上が順調に推移したことや、OLIC社の受託売上が伸長したことなどにより、営業

利益は3,777百万円（同12.8％増）となり、経常利益は3,725百万円（同14.6％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益は2,696百万円（同10.9％増）となりました。

なお、当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。
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②次期の見通し

　次期の業績は売上高43,311百万円（前期比22.3％増）、営業利益4,048百万円（同7.2％増）、経常利益4,088百

万円（同9.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益2,974百万円（同10.3％増）を見込んでおります。

　売上高につきましては、天然型黄体ホルモン製剤「エフメノカプセル100mg」や日本製薬から承継した「サルプ

レップ®配合内用液」など新薬の売上貢献に加え、既存のジェネリック医薬品のファボワール錠、ラベルフィーユ

等のホルモン剤の伸長を見込みます。

　利益面では、研究開発費が大きく増加するものの、一方で経費を適切に管理していくことで、営業利益、経常利

益及び親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも増益となる見込みです。

(2）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

　当連結会計年度末の資産につきましては、総資産額が75,538百万円となり、前期末と比べ11,298百万円の増加とな

りました。純資産は35,806百万円となり、自己資本比率は47.4％となりました。

　資産の部においては、流動資産は、棚卸資産が増加した一方で、現金及び預金が減少したこと等により34,727百万

円となり、前期末と比べ107百万円の減少となりました。固定資産は、建物及び構築物等の有形固定資産や販売権等

の無形固定資産の増加などにより40,810百万円となり、前期末と比べ11,405百万円の増加となりました。

　負債の部においては、流動負債は、短期借入金や前受金が増加したこと等により23,975百万円となり、前期末と比

べ3,783百万円の増加となりました。固定負債はリース債務が減少した一方で、長期借入金が増加したこと等により

15,756百万円となり、前期と比べ4,390百万円の増加となりました。

　純資産の部においては、利益剰余金の増加等により35,806百万円となり、前期末と比べ3,124百万円の増加となり

ました。

②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末に比べ6,653百万円減少し、

3,546百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前当期純利益3,723百万円に、減価償却費2,462百万円、仕入債務の増加額447百万円などを加える一

方、棚卸資産の増加額3,618百万円、法人税等の支払額1,498百万円があったこと等により、営業活動による支出は

658百万円（前年同期は5,993百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の売却による収入1,383百万円などがあった一方で、無形固定資産の取得による支出7,326百万円、有

形固定資産の取得による支出5,097百万円があったこと等により、投資活動による支出は11,271百万円（前年同期比

8,926百万円の支出増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　長期借入金の返済による支出2,140百万円、配当金の支払額729百万円などがあった一方で、長期借入による収入

7,300百万円があったこと等により財務活動による収入は5,094百万円（前年同期は5,435百万円の支出）となりまし

た。
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2020年９月期 2021年９月期 2022年９月期

自己資本比率（％） 64.5 50.9 47.4

時価ベースの自己資本比率（％） 62.8 44.2 33.3

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 214.0 312.5 －

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 154.6 112.8 －

（参考）　キャッシュ・フロー関連指標

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／支払利息

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

３．有利子負債は、連結貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。

４．営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書上に計上されている「営業活動によるキャッシュ・

フロー」、支払利息は、連結損益計算書に記載されている「支払利息」を用いております。

５.マイナスの場合は「－」を記載しております。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社グループの利益配分に関する方針は、今後の事業展開に備えて内部留保の充実を図るとともに、毎期の業績、

配当性向等を総合的に勘案しながら、安定的かつ継続的に配当を行うことを経営上の重要課題と考えております。

　内部留保した資金につきましては、経営体質の強化、企業価値の増大を図るための研究開発支出、生産能力向上・

効率化のための設備投資、営業体制の拡充・強化などの資金需要に充当させていただきたいと考えております。

　当期の配当につきましては、中間配当１株当たり15円、期末配当１株当たり20円、連結配当性向31.5％を予定して

おります。

　また、次期の配当については、業績予想ならびに今後の事業展開等を総合的に勘案し、１株につき37円（中間配当

金17円、期末配当金20円）を予定しております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは日本基準を採用しております。

ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,199 3,546

受取手形 362 793

売掛金 11,504 11,734

商品及び製品 3,479 3,714

仕掛品 2,999 3,863

原材料及び貯蔵品 5,528 8,246

前渡金 48 769

未収入金 118 134

その他 594 1,925

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 34,834 34,727

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,287 14,656

減価償却累計額 △5,692 △6,468

建物及び構築物（純額） 5,595 8,187

機械装置及び運搬具 9,234 11,567

減価償却累計額 △7,039 △7,747

機械装置及び運搬具（純額） 2,194 3,820

土地 984 1,073

リース資産 5,923 3,621

減価償却累計額 △3,099 △1,401

リース資産（純額） 2,824 2,219

建設仮勘定 2,473 3,016

その他 1,464 1,704

減価償却累計額 △1,143 △1,259

その他（純額） 321 445

有形固定資産合計 14,392 18,762

無形固定資産

のれん 865 691

販売権 1,149 9,053

その他 383 660

無形固定資産合計 2,397 10,404

投資その他の資産

投資有価証券 7,762 7,339

長期前渡金 2,705 1,574

繰延税金資産 1,349 1,432

その他 796 1,296

投資その他の資産合計 12,614 11,643

固定資産合計 29,404 40,810

資産合計 64,239 75,538

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,713 6,249

短期借入金 7,000 8,300

前受金 4 1,471

１年内返済予定の長期借入金 1,840 2,440

リース債務 681 377

未払法人税等 823 444

賞与引当金 973 981

役員賞与引当金 9 9

返品調整引当金 19 -

その他 3,126 3,701

流動負債合計 20,192 23,975

固定負債

長期借入金 6,633 11,193

リース債務 2,508 2,259

退職給付に係る負債 1,657 1,766

その他 566 537

固定負債合計 11,365 15,756

負債合計 31,557 39,732

純資産の部

株主資本

資本金 3,799 3,799

資本剰余金 4,409 4,409

利益剰余金 24,628 26,546

自己株式 △590 △579

株主資本合計 32,246 34,175

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △23 160

繰延ヘッジ損益 - 16

為替換算調整勘定 458 1,442

退職給付に係る調整累計額 △2 8

その他の包括利益累計額合計 432 1,627

非支配株主持分 1 2

純資産合計 32,681 35,806

負債純資産合計 64,239 75,538
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 33,990 35,426

売上原価 19,239 20,867

売上総利益 14,751 14,558

販売費及び一般管理費

販売手数料 1,345 -

給料及び賞与 2,445 2,489

賞与引当金繰入額 604 575

役員賞与引当金繰入額 13 14

退職給付費用 163 184

研究開発費 2,446 2,485

減価償却費 338 658

のれん償却額 278 283

その他 3,766 4,089

販売費及び一般管理費合計 11,402 10,781

営業利益 3,349 3,777

営業外収益

受取配当金 7 43

為替差益 - 227

受取手数料 4 12

生命保険配当金 1 -

受取補償金 2 10

助成金収入 7 1

その他 6 35

営業外収益合計 30 330

営業外費用

支払利息 53 77

売上割引 7 -

為替差損 48 -

支払手数料 19 -

デリバティブ評価損 - 287

その他 0 18

営業外費用合計 129 382

経常利益 3,250 3,725

特別利益

固定資産売却益 2 -

有価証券売却益 153 -

特別利益合計 155 -

特別損失

固定資産売却損 0 -

固定資産除却損 22 1

減損損失 11 -

特別損失合計 34 1

税金等調整前当期純利益 3,371 3,723

法人税、住民税及び事業税 1,264 1,171

法人税等調整額 △326 △144

法人税等合計 938 1,026

当期純利益 2,432 2,697

非支配株主に帰属する当期純利益 0 0

親会社株主に帰属する当期純利益 2,432 2,696

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

当期純利益 2,432 2,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 627 184

為替換算調整勘定 △142 984

繰延ヘッジ損益 - 16

退職給付に係る調整額 △15 10

その他の包括利益合計 469 1,195

包括利益 2,902 3,892

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,902 3,891

非支配株主に係る包括利益 0 0

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,799 5,841 30,424 △68 39,995

当期変動額

剰余金の配当 △808 △808

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,432 2,432

自己株式の取得 △9,391 △9,391

自己株式の処分 △2 18 16

自己株式の消却 △1,432 △7,418 8,851 -

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

0 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - △1,431 △5,796 △521 △7,749

当期末残高 3,799 4,409 24,628 △590 32,246

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 △650 - 600 12 △37 2 39,961

当期変動額

剰余金の配当 △808

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,432

自己株式の取得 △9,391

自己株式の処分 16

自己株式の消却 -

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

627 △142 △15 470 △0 469

当期変動額合計 627 - △142 △15 470 △0 △7,280

当期末残高 △23 - 458 △2 432 1 32,681

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,799 4,409 24,628 △590 32,246

会計方針の変更による累積
的影響額

△48 △48

会計方針の変更を反映した当
期首残高

3,799 4,409 24,579 △590 32,197

当期変動額

剰余金の配当 △729 △729

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,696 2,696

自己株式の処分 11 11

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 1,967 11 1,978

当期末残高 3,799 4,409 26,546 △579 34,175

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 △23 - 458 △2 432 1 32,681

会計方針の変更による累積
的影響額

△48

会計方針の変更を反映した当
期首残高

△23 - 458 △2 432 1 32,632

当期変動額

剰余金の配当 △729

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,696

自己株式の処分 11

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

184 16 983 10 1,194 0 1,195

当期変動額合計 184 16 983 10 1,194 0 3,173

当期末残高 160 16 1,442 8 1,627 2 35,806

当連結会計年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,371 3,723

減価償却費 1,828 2,462

減損損失 11 -

のれん償却額 278 283

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 540 8

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 99 64

受取利息及び受取配当金 △7 △44

支払利息 53 77

為替差損益（△は益） 28 △217

固定資産除却損 22 1

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △153 －

売上債権の増減額（△は増加） △174 △549

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,340 △3,618

仕入債務の増減額（△は減少） 2,038 447

長期前渡金の増減額（△は増加） △86 △56

受取保険金 △0 -

その他 443 △1,702

小計 6,957 878

利息及び配当金の受取額 7 44

保険金の受取額 0 -

利息の支払額 △59 △82

法人税等の支払額 △911 △1,498

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,993 △658

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 189 -

有形固定資産の取得による支出 △3,789 △5,097

有形固定資産の売却による収入 1,673 1,383

無形固定資産の取得による支出 △107 △7,326

長期前渡金による支出 △310 △230

その他 △1 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,345 △11,271

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,000 1,300

長期借入れによる収入 1,000 7,300

長期借入金の返済による支出 △1,756 △2,140

自己株式の売却による収入 11 -

自己株式の取得による支出 △9,405 -

配当金の支払額 △807 △729

リース債務の返済による支出 △476 △636

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,435 5,094

現金及び現金同等物に係る換算差額 △55 183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,842 △6,653

現金及び現金同等物の期首残高 12,041 10,199

現金及び現金同等物の期末残高 10,199 3,546

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数　　　　　　　　１社

・連結子会社の名称　　　　　　　OLIC（Thailand）Limited

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの

時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

②　デリバティブ

時価法を採用しております。

③　棚卸資産

当社は、商品及び製品は総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方

法により算定）、商品及び製品以外は主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

による簿価切下げの方法により算定）を、在外連結子会社は、主として移動平均法による原価法を採用し

ております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　　５年～50年

機械装置及び運搬具　　３年～20年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

・自社利用のソフトウエア

社内における利用可能期間（３～５年）に基づく定額法を採用しております。

・販売権

効果の及ぶ期間（５～15年）に基づく定額法を採用しております。

・その他の無形固定資産

定額法を採用しております。

③　リース資産

・当社のファイナンス・リース取引に係るリース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし

て、残存価額を零とする定額法を採用しております。

・在外連結子会社のファイナンス・リース取引に係るリース資産

所在地国の規定に則って処理しております。
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(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

従業員の賞与の支払いに充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額を計上してお

ります。

③　役員賞与引当金

役員賞与の支払いに充てるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

(4）　重要な収益及び費用の計上基準

　　当社グループは、医薬品の製造販売及び製造受託による収益を得ております。

　顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認

識する通常の時点）は、原則として、製品、商品及び受託品の引き渡し時点において支配が顧客に移転して

履行義務が充足されると判断し、その時点で収益を認識しております。出荷と引き渡し時点に重要な相違が

ない場合、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、出荷時点で

収益を認識しております。

　　製品、商品及び受託品の販売から生じる収益は、顧客との契約において約束された対価から、過去の実績

率で見積もった返品、割戻及び販売奨励金などを控除した、収益に重大な戻入れが生じない可能性が非常に

高い範囲内の金額で算定しております。

(5）退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に

ついては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

当社における数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按分した額を発生の翌連結会計年度から費用

処理しております。在外連結子会社における数理計算上の差異については、発生時に費用処理して

おります。

(6）重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて

計上しております。

(7）重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を原則としておりますが、為替リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしている

場合には振当処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

・ヘッジ手段………為替予約

・ヘッジ対象………原材料輸入による外貨建買入債務及び予定取引

③ヘッジ方針

主に原材料輸入に対して、実需の範囲内で外貨建買入債務及び予定取引に係る為替変動リスクを回避す

る目的で為替予約取引を行っております。

④　ヘッジの有効性評価の方法

為替予約については、ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計又は相場変動とヘッジ手段のキャッ

シュ・フロー変動の累計又は相場変動を比較し、両者の変動額等を基礎にして、ヘッジ有効性を評価して

おります。ただし、振当処理による為替予約取引については、有効性の評価を省略しております。

(8）のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、12年間にわたって均等償却しております。
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(9）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、当社製品の販売促進を目的として顧客に支払う対価は、従来、販

売費及び一般管理費として処理する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しておりま

す。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は1,097百万円減少、販売費及び一般管理費は1,092百万円減少いたしまし

たが、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高は

48百万円減少しております。

　当連結会計年度の１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益はそれぞれ２円02銭減少しております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい 

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計 基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基 準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に 与える影響は

ありません。
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（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において「流動資産」の「その他」に含めておりました「前渡金」、前連結会計年度におい

て「無形固定資産」の「その他」に含めておりました「販売権」、及び前連結会計年度において「流動負債」

の「その他」に含めておりました「前受金」は金額的重要性が増したため、当連結会計年度においては区分掲

記しております。

（追加情報）

（役員向け株式交付信託について）

当社は、中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的として、当社の取締役（代表取

締役会長及び社外取締役を除く）及び執行役員（株式交付規程に定める受益者要件を満たす者）を対象とした業

績連動型株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入しております。当該信託契約に係る会計処理について

は、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　

2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

　① 取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として設定した信託を通じて当社株式（当社普通株式。以下同じ）を

取得し、取締役等に対して、当社取締役会が定める役員等株式交付規程に従って、その役位及び業績に応じて

付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式及び金銭を毎年交付する株式報酬制度であります。取締

役会は、役員等株式交付規程に従い、毎年12月にポイント算定の基礎となる金額を決議し、それに応じた株式

を、翌年11月に交付いたします。

　② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付属費用の金額を除く）により純資産の部に自己株式 

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度48百万円、33,617株、当連

結会計年度39百万円、25,857株であります。

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

当社グループは、医薬品事業単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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前連結会計年度
（自　2020年10月１日

至　2021年９月30日）

当連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

１株当たり純資産額 1,345円56銭 1,473円73銭

１株当たり当期純利益金額 90円54銭 111円01銭

前連結会計年度
（自　2020年10月１日

至　2021年９月30日）

当連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
2,432 2,696

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
2,432 2,696

期中平均株式数（株） 26,866,691 24,293,147

前連結会計年度
（2021年９月30日）

当連結会計年度
（2022年９月30日）

純資産の部の合計額（百万円） 32,681 35,806

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1 2

（うち非支配株主持分（百万円）） (1) (2)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 32,679 35,803

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
24,286,811 24,294,571

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．普通株式の期中平均株式数及び期末発行済株式総数の計算において、控除する自己株式に役員向け株式交付

信託の信託財産として、三井住友信託銀行株式会社（信託口）が保有する当社株式を含めております。

なお、当該信託口が保有する当社株式の前連結会計年度における期中平均株式数は26,732株、期末株式数は

33,617株、当連結会計年度における期中平均株式数は27,281株、期末株式数は25,857株であります。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　無担保社債(適格機関投資家限定)の発行

　当社は、2022年９月22日開催の当社取締役会の決議に基づき、次のとおり第１回無担保社債(適格機関投資家

限定)を発行しております。

①　銘　　柄　　　　第１回無担保社債(適格機関投資家限定)

②　発行総額　　　　3,000百万円

③　発行年月日　　　2022年10月24日

④　発行価額　　　　社債額面金額の100％

⑤　利　　率　　　　社債額面金額に対して0.06％

⑥　償還期限及び　　2027年10月22日を期限とした元金均等返済

　　償還方法

⑦　使　　途　　　　運転資金
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（単位：百万円）

前事業年度
(2021年９月30日)

当事業年度
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,098 2,693

受取手形 362 793

売掛金 10,982 10,857

商品及び製品 3,233 3,505

仕掛品 2,856 3,639

原材料及び貯蔵品 4,942 6,755

前渡金 22 747

前払費用 143 163

未収入金 125 135

関係会社短期貸付金 1,650 1,143

その他 83 1,298

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 33,499 31,734

固定資産

有形固定資産

建物 7,939 10,712

減価償却累計額 △3,935 △4,315

建物（純額） 4,003 6,397

構築物 284 378

減価償却累計額 △215 △230

構築物（純額） 68 148

機械及び装置 5,389 7,082

減価償却累計額 △4,333 △4,516

機械及び装置（純額） 1,056 2,566

車両運搬具 48 55

減価償却累計額 △41 △37

車両運搬具（純額） 6 17

工具、器具及び備品 1,201 1,393

減価償却累計額 △936 △1,003

工具、器具及び備品（純額） 264 389

土地 608 639

リース資産 4,594 2,085

減価償却累計額 △2,546 △575

リース資産（純額） 2,048 1,510

建設仮勘定 2,441 2,843

有形固定資産合計 10,498 14,512

無形固定資産

販売権 1,149 7,635

ソフトウエア 346 587

電話加入権 7 7

無形固定資産合計 1,503 8,231

投資その他の資産

投資有価証券 7,762 7,339

関係会社株式 6,018 6,018

出資金 0 0

長期前渡金 1,431 1,574

４．個別財務諸表

（１）貸借対照表
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（単位：百万円）

前事業年度
(2021年９月30日)

当事業年度
(2022年９月30日)

長期前払費用 13 20

繰延税金資産 1,245 1,319

差入保証金 77 74

保険積立金 35 36

その他 - 401

投資その他の資産合計 16,584 16,785

固定資産合計 28,586 39,528

資産合計 62,085 71,263

負債の部

流動負債

支払手形 466 597

買掛金 4,906 4,663

短期借入金 7,000 8,300

１年内返済予定の長期借入金 1,840 2,440

リース債務 584 268

未払金 1,858 2,426

未払費用 395 385

未払法人税等 823 444

未払消費税等 409 -

預り金 41 203

賞与引当金 973 981

役員賞与引当金 9 9

前受金 4 1,471

返品調整引当金 19 -

その他 - 53

流動負債合計 19,333 22,245

固定負債

長期借入金 6,633 11,193

リース債務 1,681 1,412

受入保証金 147 119

退職給付引当金 1,300 1,365

長期未払金 164 188

長期前受金 229 229

固定負債合計 10,156 14,509

負債合計 29,490 36,754

純資産の部

株主資本

資本金 3,799 3,799

資本剰余金

資本準備金 4,408 -

その他資本剰余金 - 4,408

資本剰余金合計 4,408 4,408

利益剰余金

利益準備金 164 200

その他利益剰余金

別途積立金 5,000 5,000

繰越利益剰余金 19,837 21,502

利益剰余金合計 25,001 26,703

自己株式 △590 △579

株主資本合計 32,618 34,331

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △23 160

繰延ヘッジ損益 - 16

評価・換算差額等合計 △23 176

純資産合計 32,595 34,508

負債純資産合計 62,085 71,263
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（単位：百万円）

前事業年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当事業年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

売上高

製品売上高 30,491 30,245

商品売上高 1,368 2,308

売上高合計 31,859 32,554

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 3,735 3,233

当期商品仕入高 742 1,535

他勘定受入高 129 163

当期製品製造原価 16,485 17,734

支払ロイヤリティ 111 140

合計 21,205 22,806

商品及び製品期末棚卸高 3,233 3,505

他勘定振替高 18 16

売上原価合計 17,953 19,284

売上総利益 13,905 13,270

返品調整引当金繰入額 △2 -

差引売上総利益 13,907 13,270

販売費及び一般管理費

販売促進費 114 180

販売手数料 1,345 -

荷造運搬費 395 401

交際費 3 6

役員報酬 103 120

給料及び賞与 2,209 2,186

賞与引当金繰入額 604 575

役員賞与引当金繰入額 13 14

貸倒引当金繰入額 0 0

退職給付費用 145 150

福利厚生費 465 443

旅費及び交通費 216 248

賃借料 469 477

減価償却費 290 613

研究開発費 2,450 2,485

その他 1,706 1,911

販売費及び一般管理費合計 10,534 9,815

営業利益 3,373 3,454

（２）損益計算書
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（単位：百万円）

前事業年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当事業年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

営業外収益

受取利息 10 10

受取配当金 7 43

生命保険配当金 1 1

受取手数料 4 12

助成金収入 7 1

受取補償金 2 10

為替差益 - 220

雑収入 3 12

営業外収益合計 38 313

営業外費用

支払利息 40 67

為替差損 23 -

支払手数料 18 -

売上割引 7 -

デリバティブ評価損 - 287

雑損失 2 18

営業外費用合計 91 372

経常利益 3,319 3,395

特別利益

固定資産売却益 51 -

有価証券売却益 153 -

特別利益合計 204 -

特別損失

固定資産除却損 22 1

特別損失合計 22 1

税引前当期純利益 3,502 3,394

法人税、住民税及び事業税 1,229 1,055

法人税等調整額 △282 △140

法人税等合計 947 914

当期純利益 2,554 2,480
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前事業年度
（自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日
　至　2022年９月30日）

区分 注記番号 金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 12,844 73.9 13,231 70.8

Ⅱ　労務費 1,927 11.1 2,179 11.7

Ⅲ　経費 2,614 15.0 3,286 17.6

当期総製造費用 17,386 100.0 18,697 100.0

期首仕掛品棚卸高 2,088 2,856

合計 19,475 21,553

期末仕掛品棚卸高 2,856 3,639

他勘定振替高 133 180

当期製品製造原価 16,485 17,734

前事業年度
（自　2020年10月１日

至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

※１．労務費のうち引当金繰入額は次のとおりでありま

す。

※１．労務費のうち引当金繰入額は次のとおりでありま

す。

賞与引当金繰入額 417百万円

退職給付費用 73
　

賞与引当金繰入額 455百万円

退職給付費用 76
　

※２．主な内訳は次のとおりであります。 ※２．主な内訳は次のとおりであります。

減価償却費 893百万円

修繕費

水道光熱費

消耗品費

支払手数料

租税公課

賃借料

516

322

316

171

74

84

減価償却費 1,146百万円

修繕費

水道光熱費

消耗品費

支払手数料

租税公課

賃借料

615

524

479

90

80

21

※３．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。 ※３．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

売上原価 129百万円

販売費及び一般管理費 4

合　計 133
　

売上原価 163百万円

販売費及び一般管理費 16

合　計 180
　

製造原価明細書

　原価計算の方法

　　原価計算の方法は、実際原価に基づく単純総合原価計算を採用しております。
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（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,799 4,408 1,432 5,841 164 5,000 25,511 30,675

当期変動額

剰余金の配当 - △808 △808

当期純利益 - 2,554 2,554

自己株式の取得 - -

自己株式の処分 - △2 △2

自己株式の消却 △1,432 △1,432 △7,418 △7,418

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 - - △1,432 △1,432 - - △5,673 △5,673

当期末残高 3,799 4,408 - 4,408 164 5,000 19,837 25,001

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △68 40,246 △650 △650 39,596

当期変動額

剰余金の配当 △808 - △808

当期純利益 2,554 - 2,554

自己株式の取得 △9,391 △9,391 - △9,391

自己株式の処分 18 16 - 16

自己株式の消却 8,851 - - -

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

627 627 627

当期変動額合計 △521 △7,627 627 - 627 △7,000

当期末残高 △590 32,618 △23 - △23 32,595

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,799 4,408 - 4,408 164 5,000 19,837 25,001

会計方針の変更による累積的影
響額 - △48 △48

会計方針の変更を反映した当期首
残高

3,799 4,408 - 4,408 164 5,000 19,788 24,952

当期変動額

剰余金の配当 - 36 △766 △729

当期純利益 - 2,480 2,480

自己株式の処分 - -

準備金から剰余金への振替 △4,408 4,408 - -

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 - △4,408 4,408 - 36 - 1,714 1,750

当期末残高 3,799 - 4,408 4,408 200 5,000 21,502 26,703

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △590 32,618 △23 - △23 32,595

会計方針の変更による累積的影
響額

△48 - △48

会計方針の変更を反映した当期首
残高

△590 32,569 △23 - △23 32,546

当期変動額

剰余金の配当 △729 - △729

当期純利益 2,480 - 2,480

自己株式の処分 11 11 - 11

準備金から剰余金への振替 - - -

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

184 16 200 200

当期変動額合計 11 1,761 184 16 200 1,961

当期末残高 △579 34,331 160 16 176 34,508

当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）
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薬　効

前連結会計年度

自　2020年10月１日

至　2021年９月30日

当連結会計年度

自　2021年10月１日

至　2022年９月30日

前年同期比

増減率

（％）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

（製　　品）

ホルモン剤 10,102 30.9 12,073 34.1 19.5

診断用薬 7,790 23.9 7,447 21.0 △4.4

代謝性医薬品 1,410 4.3 1,486 4.2 5.4

組織細胞機能用医薬品 985 3.0 948 2.7 △3.8

神経系及び感覚器用剤 1,117 3.4 924 2.6 △17.3

抗生物質及び化学療法剤 587 1.8 651 1.8 10.9

循環器官用薬 673 2.1 553 1.6 △17.9

その他 8,660 26.5 9,032 25.5 4.3

製品合計 31,328 96.0 33,117 93.5 5.7

（商　　品）

ホルモン剤 979 3.0 1,227 3.5 25.4

体外診断用医薬品 185 0.6 149 0.4 △19.2

その他 151 0.5 930 2.6 514.8

商品合計 1,316 4.0 2,308 6.5 75.4

合　　　　計 32,645 100.0 35,426 100.0 8.5

５．その他

(1）その他の情報

1．販売実績

（注）１．当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、

薬効分類別販売実績を記載しております。

　　　２．（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　 

2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、利益の測定方法を同様に変更しており ます。なお、前

連結会計年度の販売実績については、変更後の利益の測定方法により作成したものを記載してお

ります。

　　　３．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　　　４．百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。
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